
己"FE'_守吹官主~で~烹士脅司明苫明日号習布切川引ザノF 戸ペヨはM日々川、周炉支'!?i和尽?で有君事想原初~さ夜晋~笠宮否定申芳J零可視

;
3
4割

13R翁
3
1
為
汁

a
z
-
-，

第14号

発行所

愛媛県喜多郡

長潰町役場

昭
和
三
十
一
年
度

関
定
資
産
税
は

う

し

て

決

る

可p

、喧砂

f 

ン 町の便り 、
の定の償帳照 行れ格は凹産ーし前な昭土準で度ーとの本日し
算資個にと合そったに之がのてのい和地備はに年に据年のま先
出産人合名、のても合をあ種お旧訳三、を税当度な置度地し々

税 別す寄台為いのせ白り類り吋で十家し務 hはり制か方た月
更算種為帳帳登るにて治まにま村あ年屋て課まそま度ら税還の
に出類ののの記訳す全庁すよしのり庭共お員すのしが国法り町
前薄別価照書所でる町ののった評まの、り総の最た実定改、の
年への格合きとす為内指でて為侵す評犬ま動で.初。施資五昨便
度記集計.抜の。の均示、種、をが債体す員、の昭三産に年り
の入計算基き合 作衡基本々回基、とに。で今一 基 和 れ 評 よ 八 に
新税、、準、帳 業の準年の定礎合大於 そ役準三るイ買っ月発
築額百そ評台の をと価度凸資と併差て の場年十と梧てー表

道変なつ今 と 者 ら る 表 果 い る を 定 が ね課も仕も，作に筆増
路更いて年猶存のかこの、な是と資問昭ば税、事のそ業つに改
そにのもの困じ方じとよ大か正り産に和なを合はとのをい余築
のよで、こ定まはめにう体つに、総合三ら行併税な時行てる家
他るあまの賓す御各ななにたま種{而い十ぬろ町語り問は何因子雇
の利りだ事産。諒地り修於訳で類格ま年仕立村のま量ね回内の
施用ま完務の 承区ま正てでは毎にせ度事前と改すはばも因調
設状し壁的評 御内す率評す手のつんはで上し正。相な繰定査
に況でとイ乍価 願納ので価。が細いのこあ当てが勿当らり資票
ょの、は業は し税で上格そ及部てでのり然、な論大ぬ返産
る異地申にま た義、下はのんに均、作まな均くときのし全六
利動目せよだ い務あす別絡で亘衡因業すきーてのなでの部万

旧町村別固定資産評価格修正率 (土地家屋) 昭f1l31年度分より適用

長浜 喜多灘 櫛生 出海 大和 白滝
1、000 0.787 0.834 1.007 0.978 工015

1.063 1.234 1.117 1.ユ01 0.888 1.072 

1.106 1.046 0.916 1.02工 0.927 1.068 

1.008 1.102 0.916 1.100 0.937 0.948 

1.000 0.997 1.087 1.100 0.937 0.948 

1.096 l.Cヨ16 1.096 0.974 1.130 0.888 
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書壁野
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と
包
含
し
、
現
在
の
健
保
適
用

外
の
五
人
以
下
の
事
業
所
勤
務

者
も
、
七
人
委
員
会
の
云
う
学

生
健
保
も
、
生
活
保
護
法
の
一

部
の
人
々
も
総
べ
て
を
国
保
に

統
合
し
て
、
国
庫
負
担
を
そ
の

主
軸
と
し
全
国
民
皆
保
険
制
度

が
完
備
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
よ

き
姿
で
あ
ろ
う
と
考
へ
る
も
の

で
あ
る
。

新
年
に
あ
た
っ
て
国
民
の
皆

様
と
共
に
厚
生
省
の
方
々
と
も

協
調
し
て
、
医
政
人
と
し
て
我

国
医
療
社
会
保
障
制
度
の
完
遂

に
大
き
な
夢
を
書
き
、
協
力
致

し
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
私
の
今
年
の
夢
で
あ
り

希
望
で
あ
る
。

骨
一
我
国
の
社
会
保
障
制
度
は
、
今

以
一
年
あ
た
り
を
山
と
し
て
、
急
進

肝
心
一
ず
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
政
局

年
一
の
安
定
と
共
に
一
応
考
へ
ら
れ

閣
一
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

開
一
社
会
医
療
保
障
制
度
を
完
成

町
一
へ
の
方
法
と
し
て
は
、
実
国
、

一手ノリ
l
の
様
に
公
衆
保
険
制
度

一
を
基
礎
と
し
て
、
国
民
皆
保
険

)
一
制
度
完
成
へ
の
方
法
と
、
ス
エ

一i

一IJプ
γ
、
ポ
l
-プ
ツ
ド
等
の
如

1
・
く
疾
病
保
険
制
度
の
適
用
範
囲

を
漸
次
拡
大
し
て
行
〈
方
法
と

が
あ
る
が
、
我
国
は
後
者
を
と

っ
て
社
会
医
療
保
障
制
度
を
完

遂
さ
す
方
向
へ
向
う
こ
と
は
、

何
人
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
而
し
て
被
傍
者
保
険
で
あ

る
現
在
の
健
康
保
険
制
度
と
現

在
の
国
民
健
康
保
険
制
度
が
そ

の
二
主
柱
と
さ
れ
る
こ
と
は
、

好
む
と
好
ま
ぎ
る
と
に
不
拘
現

実
の
姿
で
あ
る
。

私
共
医
師
会
人
は
将
来
健
保

が
被
傭
者
の
み
の
姿
で
、
全
国

一
本
に
統
一
さ
れ
、
国
保
が
都

道
市
県
単
位
の
姿
と
な
っ
て
、

現
在
の
健
保
の
被
扶
養
者
も
之
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土
納
税
に
つ
い
て
翻
願
い
こ

櫛
生
地
区
一

ooun

後
一
ヶ
月
を
以
て
昭
和
三
十
会
一
て
、
今
年
税
の
金
は
年
内
に
け
一

計
年
度
の
終
了
と
な
り
ま
す
。
一
是
非
完
納
し
て
載
き
た
い
と
念

国
保
休
止
地
区
の
再
開
等
も
あ
一
願
し
て
い
ま
す
。
櫛
生
地
区
に

り
ま
し
て
、
納
税
義
務
者
の
皆
一
於
き
ま
し
て
は
四
月
以
来
連
続

さ
ん
の
国
保
負
担
も
一
層
加
重
一
納
期
内
完
納
の
輝
か
し
い
成
績

さ
れ
恐
縮
に
存
じ
て
お
り
ま
す
一
を
打
ち
樹
て
ら
れ
て
、
そ
の
御

文
化
国
家
、
法
治
国
と
し
て
一
努
力
に
対
し
て
は
感
謝
の
念
を

前
進
向
上
す
る
姿
の
一
還
と
し
一
筆
舌
で
は
申
上
げ
得
ぬ
穣
で
あ

て
、
真
撃
な
る
御
努
カ
を
続
け
一
り
ま
す
。
そ
の
他
の
出
張
所
管

て
頂
い
て
お
る
事
を
表
心
よ
り
一
内
も
九
九
Mm
の
好
成
績
で
あ
り

感
謝
致
し
ま
す
。
一
ま
す
。
本
庁
管
轄
も
次
第
に
向

き
て
一
月
末
長
浜
町
の
徴
税
一
上
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
月

状
況
は
別
表
の
通
り
で
あ

J

り
ま
一
に
最
後
の
ス
パ
ー
ト
を
か
け
て

す
が
、
本
年
度
最
後
の
月
と
し
一
頂
い
た
ら
と
存
じ
ま
す
。
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田

五

月

、

鎌

田

博

郷

、

田

淵

一

増

雄

、

高

椅

藤

吉

、

津

田

敏

一

提

出

場

所

大

洲

保

険

所

一

十

四

日

、

三

月

二

十

三

日

、

四

一

音

松

、

笹

田

智

、

鎌

田

義

幸

一

夫

、

島

田

利

雄

、

門

田

豆

且

尚

、

そ

の

他

詳

細

は

役

場

衛

一

月

二

十

セ

目

、

五

月

二

十

五

日

一

回

料

金

定

、

池

内

定

男

、

松

一

森

本

六

郎

、

浅

井

笑

幸

、

沖

一

守

生

係

え

御

連

絵

下

さ

い

。

一

(

以

下

略

す

)

一

拡
閥
、
稲
本
忠
雄
、
鎌
田
一
時
対
、
浜
上
妻
、
笹
田
一
程
一
誠
一
…
一
一
一
山
崎
沖
一
司
川
市
の
出
張
相
談
一
泊
境
捨
場
変
更
に
つ
い
一

@

青

島

分

回

一

O
青

島

分

団

一

い

て

一

町

の

便

り

十

月

号

に

て

お

知

一

寸

一

金
井
輝
丸
、
亀
井
太
郎
一
福
岡
正
員
、
川
弁
満
一
こ
の
度
一
様
記
試
一
験
が
医
薬
品
販
一
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
母
子
相
一
様
記
に
つ
い
て
今
迄
は
御
番
所
一

O
喜

多

灘

分

団

一

O
喜

多

灘

分

団

一

売

業

者

能

力

認

定

規

程

に

豊

口

一

3
い
に
つ
い
て
本
町
へ
の
出
張
一
の
所
で
し
た
が
、
御
番
町
は
繋
一

吉
上
主
人
、
峯
一
皇
室
也
男
、
一
梶
本
重
雄
、
矢
野
上
正
男
、
一
実
施
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
一
相
談
日
が
左
の
通
り
決
り
ま
し
一
地
し
ま
す
関
係
上
、
一
時
中
止
一

福
田
光
頼
、
大
喜
男
、
久
保
一
弁
上
清
、
後
一
号
犬
、
東
福
山
米
一
の
で
、
左
記
要
領
に
よ
刊
、
期
一
た
か
ら
母
子
世
情
と
し
て
の
あ
一
致
し
ま
ず
か
ら
、
今
後
は
絶
対
一

久

吉

、

清

水

幸

一

一

東

正

一

一

日

迄

に

お

神

込

下

さ

い

。

一

ら

ゆ

る

相

談

、

抱

導

を

受

け

た

一

に

捨

て

な

い

様

に

し

て

下

さ

い

一

Q
櫛

生

分

間

凶

一

O
櫛
生
分
団
一
一
日
時
一
一
月
二
十
セ
日
午
前
一
い
方
は
洩
れ
な
く
御
利
用
下
さ
一
こ
れ
か
ら
は
大
和
株
産
よ
り
一

宝

生

武

義

、

菊

地

勝

、

大

塚

一

中

村

一

正

、

清

水

義

忠

、

清

一

一

;

一

旭

産

業

一

哀

の

窪

池

に

お

捨

て

下

一

保
、
高
橋
一
高
、
川
本
初
、
一
水
茂
俊
、
東
川
正
信
二
口
問
屋
一
十
時
か
ら
午
後
凶
時
一

1
目

先

記

5

周
一
さ
い
。
役
場
の
方
で
は
期
日
を
一

谷

田

玉

輝

一

功

、

沢

井

重

夫

一

ま

で

一

J
f
z
日

毎

日

JLjの
金
一
決
め
て
、
型
号
し
た
り
、
土
一

@

出

海

分

団

一

0
出
海
分
団
て
場
所
一
一
計
十
時
川
県
庁
一
時
十
世
前
十
時
か
り
午
後
一
を
か
ぶ
せ
た
り
、
致
し
ま
し
て
一

浜
川
重
市
、
上
野
親
弁
上
一
時
間
吃
時
十
昭
一
一
、
土
井
一
一
種
類
イ
指
定
医
薬
品
以
外
の
一
日
野
員
長
部
組
問
器
時
一
川

u
u時
時

刊

か

諸

民

一

O
H
F町
川

米

一

一

0
白

滝

分

団

一

口

岡

田

駒

郡

詐

る

者

一

新

潟

喜

代

子

一

つ

い

て

は

一

く

れ

ん

¥

も

御

協

一

武
智
幸
男
、
門
回
二
一
、
山
一
平
田
滑
降
、
王
室
、
神
一
一
願
書
提
出
期
限
三
月
一
日
一
随
っ
て
相
談
日
九
一
百
二
日
日
山
。

!
i
f
e
j

一

本
正
、
域
本
音
松
、
中
島
亀
一
山
栄
次
郎
一
涜
啓
一
一
一
叩
ド
一
回
訓
寸
引

A引
寸

引

引

っ

計

引

勺

斗

叶

判

引

引

引

引

け

恩

一

延
、
清
水
悶
恵
、
坂
田
平
六
一
畑
思
議
行

J

ノ

万

秋

義

力

一

志

、

中

田

明

一

岡

義

征

一

地

主

回

径

一

翌

九

一

。

山

本

喜

一

大

塚

勉

一

戸

明

、

大

野

道

幸

一

町

長

感

謝

状

一

O
櫛

生

分

団

一

平

、

検

問

光

夫

、

谷

口

武

男

一

@

大

和

分

団

一

O
大

和

分

団

一

長

浜

、

学

E
交
外
部
一
酒
井
見
、
忠
岡
文
恵
、
高
屋
一
戸
野
芳
、
叶
岡
邦
伯
、
西
由
一

大
石
田
忠
六
、
入
船
武
夫
、
武
一
中
川
畳
半
、
主
~
陵
、
井
上
一

O
M良
一
保
守
団

4

4

4

一
雲
町
大
相
辰
夫
、
兵
頭
三
一
育
学
、
川
一
芯
利
倍
、
大
野
安
一

回
宗
一
処
、
畝
中
延
淳
、
菊
岡
一
四
郎
、
武
田
春
男
、
河
田
政
一
資
家
逮
己
、
浜
田

X
助
、
谷
一
代
喜
、
大
野
繁
樹
、
谷
川
旧
烈
一
広
、
ぃ
山
下
手
雄
、
西
山
岩
太
一

時
則
、
増
田
成
虎
一
春
、
松
田
寛
照
一
口
重
男
、
谷
茂
夫
、
西
付
義
一
山
路
光
寿
、
武
智
有
朝
、
同
一
小
西
紫
色
、
徳
山
定
一
様
、
尾
一

長

浜

町

長

表

彰

一

長

浜

町

長

表

彰

(

魚

始

救

助

)

一

弘

、

堀

井

茂

弥

、

小

川

川

兼

造

一

富

士

丸

一

上

霊

行

‘

久

保

一

、

久

保

光

2

0
長
浜
分
団
一
浜
川
童
市
、
中
伊
峨
吋
、
後
一
中
一
諮
問
芳
、
永
野
元
次
、
高
一

O
出

海

分

団

一

芳

、

西

山

出

二

郎

、

山

田

正

渡
辺
政
光
、
高
藤
弥
市
、
鶴
一
一
書
見
、
浜
川
好
五
自
一
見
口
氏
清
、
霊
童
文
、
高
田
杉
一
環
村
元
春
、
成
本
博
、
木
村
一
一
行

崎
敏
門
出
怖
い
本
一
目
前
向
話
一
同
時
間
日
日
)
一
。
計
五
日
豆
、
中
川
成
功
一
金
嘉
宵
阿
佐
台
、
橋
本
一
@
大
和
分
自

〕
5
5
一
後
藤
清
春
、
雪
地
芳
男
、
野
一
奥
村
力
松
、
増
間
定
吉
、
古
一
遁
、
前
野
久
男
垣
内
定
中
犬
一
亀
岡
嘉
夫
、
甲
山
文
中
犬
、
川

計

此

』

h

M

m

一
地
都
代
喜
、
野
地
栄
、
浦
閃
一
中
満
義
'
一
河
村
式
犬
、
水
田
清
市
、
山
一
元
式
、
二
宮
繁
、
藤
原
満
春

日
出
幻

U

6

一
庄
市
、
浦
田
日
支
男
、
浦
田
一
@
喜
多
灘
分
団
一
下
照
義
、
中
国
光
義
一
森
岡
官
民
、
畝
中
秀
夫
、
谷
清

合

日

日

8

H
・
一
小
太
郎
、
浜
川
好
五
郎
、
中
一
後
藤
熊
市
、
後
藤
伊
三
郎
、
一

O
白

滝

分

団

一

!

一

円

藤

岡

竹

見

、

増

田

輝

夫

2

1

7

2

当
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-
P
E
E
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E
E
E
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-
-
f
a
l
d
-
-
E
E，
E
e
p
k
E
E
E
E
j画
監

s
a
i

滝

仰

四

3

竺
i
異

議

町

婦

人

更

生

曾

博

成

日

一

総

理

大

臣

よ

り

一

寒

行

捨

主

ム

寄

附

仏
ほ
は
沼
一

f

t

-

一

長

彰

一

長

久

寺

隠

岐

龍

法

民

自

ぷ

ぷ

印

4

5

一
母
子
世
帯
の
福
祉
増
進
を
図
一
)
剛
会
長
井
の
内
キ
ヨ
カ
ニ

-3
・H
E

「

一

長

久

寺

隠

岐

龍

法

民

は

、

今

3
3
一
り
会
員
相
互
の
自
主
的
活
動
を
一
長
浜
地
区
て
和
田
ミ
子
ヨ
二
本
町
牧
入
役
大
野
豊
氏
一
冬
の
寒
行
に
お
い
て
な
さ
れ
た

和

初

加

7

m
一
強
化
す
る
目
的
の
た
め
に
庁
長
浜
一
出
海
地
区
て
平
井
千
春
(
櫛
一
本
町
枚
入
役
大
野
顎
氏
は
、
一
捨
金
を
左
記
団
体
に
各
壱
千
円

!
5
.

丸
山
即
一
町
婦
人
厚
生
会
が
去
る
二
月
十
一
生
地
区
て
嫌
旧
文
子
(
白
滝
一
今
枝
国
勢
調
査
功
労
者
と
し
て
一
づ
っ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

大

4
・

4
・

m出

4

二
一
一
日
会
員
多
数
、
来
賓
と
し
て
一
地
区
)
、
失
の
上

ν
グ
ヨ
(
喜
一
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
表
彰
、
去
一
紙
面
を
通
じ
厚
く
御
礼
宇
よ

;
;
一
長
浜
町
長
、
長
浜
町
厚
生
喝
良
一
多
護
地
区
)

0

一
る
二
十
日
長
浜
町
役
場
に
お
い
一
げ
ま
す
。

海

m

m

-

m
一
喜
多
郡
婦
人
厚
生
会
長
、
喜
多
一
理
事
十
六
名
(
氏
名
略
)
一
て
賞
状
の
伝
達
が
、
県
よ
り
係
一
一
長
浜
判
官
坊
直

i

U

引
却
に
一
福
祉
事
務
所
新
穂
母
子
相
談
員
一
墜
事
三
名
ば
後
日
役
員
会
一
官
列
席
の
上
行
わ
れ
た
。
一
一
長
浜
公
ベ
舘

出
泊
回
目
江
一
出
席
の
も
と
に
盛
大
に
そ
の
緒
一
に
議
り
て
浸
宅
ず
る
事
に
同
意
一
民
は
大
正
九
平
以
来
、
現
在
一
一
長
浜
町

J

小
学
校

1

1

一
成
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
一
が
あ
り
あ
ら
た
め
て
後
日
選
任
一
に
至
る
司
国
勢
調
査
の
差
別
を
一
子
供
火
の
用
心

生

問

問

∞

間

一

・

犬

会

の

状

況

左

の

通

り

一

ず

る

。

一

担

任

そ

の

成

績

持

に

優

秀

と

認

-
〕
仁
一
一
期
日
一
一
月
十
三
日
午
後
一
七
会
長
検
拶
小
泉
新
会
長
一
め
ら
れ
表
γ
ヨ
ワ
さ
れ
た
も
の

笥

M

M

m

g

一

一

時

一

の

御

協

力

、

御

援

助

を

乞

ふ

旨

一

で

あ

る

。

，F

L

L

一

二

場

所

長

浜

町

役

場

階

上

一

の

換

拶

あ

り

。

匂

6

6

4

一
三
経
過
報
告
大
和
地
区
会
一
八
来
賓
視
辞
畏
浜
町

J

長
末
、
永

明

1

1

4

・

b

一
長
小
泉
周
氏
結
成
に
至
る
ま
で
一
芳
朗
、
喜
多
郡
滞
人
事
宅
会
長

封

切

切

羽

田

一

の

経

過

報

告

一

段

井

章

江

、

長

浜

町

d

連
合
婦
人

:

1

1

一
四
仮
義
長
の
選
出
会
員
の
一
会
度
清
水
ア
サ
カ
、
各
氏
よ
り

T

刃

お

2

均
一
指
名
に
よ
り
小
泉
氏
仮
議
長
と
一
会
結
成
を
祝
宿
す
る
と
共
に
今

f

1

2

・

T

J

一

な

る

一

後

共

益

々

御

発

展

を

祈

る

旨

の

紅
白
ァ
虹
一
五
会
則
の
審
議
原
案
通
り
一
祝
辞
が
あ
っ
た
。

本

江

川

叫

っ

こ

規

約

承

認

決

定

す

る

一

引

続

き

協

議

懇

談

に

移

り

、

一
六
役
員
の
選
出
各
地
区
よ
一
喜
多
福
祉
事
務
所
新
穂
母
子
相

分
額
噸
率
滞
額
一
り
推
薦
委
員
二
名
を
選
出
し
て
一
議
員
よ
り
、
母
子
福
祉
関
係
法

度
済
制
分
税
一
候
補
者
を
選
定
し
て
会
議
に
議
一
律
に
つ
い
て
説
明
、
午
後
五
時

軒

目

由

明

石

討

す

左

の

通

り

役

員

が

一

回

濯

昔

話

器

;

:

5

市
一
会
長
小
泉
周
(
大
和
地
五
一
を
開
い
て
決
め
る
事
に
な
っ
た

勺

!

h

1

3

 
、
f
i
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寸
u
v
ι
1

お

知

ら

せ
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1月31日現在昭和 30年度町 税 成 績 調

長
浜
町
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
決
定

先
日
の
議
会
に
提
案
さ
れ
未

決
宅
で
あ
っ
た
、
長
浜
、
初
生

犬
和
地
区
の
被
保
険
者
を
代
表

す
る
哩
保
運
営
口
協
議
会
委
員
が

次
の
通
り
決
定
さ
れ
た
。

長
浜
地
区
小
野
季
広

浅
田
弁
治
郎

水

沼

宗

六

田
中
忠
登
志

菊

地

伝

蔵

池
田
麟
太
郎

櫛
生
地
区

大
和
地
区

固
定
資
産
評
価
審
査

委

員

長

に

島

田

文

吉

氏

二
月
二
日
午
諸
十
一
母
よ
り

役
場
会
議
室
に
於
て
、
固
定
資

産
評
償
審
査
委
員
の
初
会
合
を

開
催
し
、
左
の
諸
件
を
決
定
、

午
後
三
時
閉
会

一
拍
獲
に
よ
る
司
定
資
蜜
評
価

審
査
委
員
の
任
期
の
決
定

一
竿
委
員
柴
中
一
室
亀
大
字
白
木

二
竿
。
島
田
文
吉
大
字
長
浜

三
年
m

畑
山
暢
三
大
字
出
海

二
互
申
告
に
よ
る
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
長
の
選
任

委
員
長
島
田
文
吉

一
二
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

専
任
書
記
の
任
命

税
務
課
賦
課
係
日
田
稲
生
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一
斗
に
二
合
五
勺
程
度
加
用
す
一

J
三
年
位
は
管
理
の
し
易
い
処
一
四
、
定
植
田
は
曇
天
で
無
風
の
一
る
作
用
を
持
っ
て
い
る
。
即
ち
一
三
殺
菌
持
続
が
比
較
的
良
い
一
司

A

V

4

A

1

4

一
役
場
に
お
い
て
開
催

る

。

一

に

仮

植

し

て

充

分

な

管

理

を

施

一

日

を

撰

ぴ

し

か

も

土

壌

中

に

相

一

発

病

初

期

の

予

防

と

し

て

は

従

一

四

調

合

が

簡

単

で

あ

る

一

汀

D
-ヨ
志

一

委

員

長

に

島

出

文

吉

氏

選

任

撒

布

時

期

一

し

た

い

も

の

で

あ

る

。

一

当

の

水

分

を

含

ん

で

い

る

票

一

来

の

ボ

ル

ド

高

率

に

罪

王

硫

黄

合

剤

に

混

用

が

出

来

ダ

一

匹

じ

i
三

一

二

月

六

日

一

一

日

打

前

日

間

問

て

理

一

持

続

位

置

を

決

定

し

裕

一

軒

下

殺

菌

剤

「

ク

ロ

ン

」

[

つ

古

川

町

服

部

刊

誌

品

一

六

指

臨

時

間

接

一

一

h
b
b
;
一

立

時

間

話

す

る

と

薬

害

の

心

配

が

あ

る

の

一

穴

の

深

さ

三

寸

巾

二

尺

五

寸

よ

い

て

一

濯

し

そ

れ

が

感

染

し

始

め

る

時

一

で

あ

る

一

県

道

路

課

長

管

理

謀

長

一

い

て

開

催

先

ヂ

委

員

長

に

で
出
来
る
だ
け
早
自
に
撒
布
す
一
三
尺
に
掘
り
出
来
る
だ
け
多
く
一
別
名

P
G
P
或
は
五
塩
化
石
一
に
初
め
て
殺
菌
作
用
を
行
う
も
一
七
ボ
ル
ド
ー
ヱ
キ
に
比
し
て
僅
一
大
洲
土
木
事
務
所
長
一
行
海
一
律
一
右
川
鉄
四
郎
民
な
選
任

る
こ
と
。
一
の
有
機
物
を
土
と
交
互
に
埋
没
一
灰
酸
ソ
ー
ダ
!
と
も
呼
ば
れ
る
一
も
の
と
大
変
異
っ
て
い
る
。
更
一
か
に
高
慢
で
あ
る
一
岸
線
道
路
視
察
の
た
め
来
町
一
欠
員
中
の
民
生
委
畏
を
捻
鶏

努

定

に

つ

い

て

一

し

一

尺

余

寸

高

く

盛

土

を

し

て

一

一

昨

年

よ

り

本

剤

の

出

現

に

一

に

ク

ロ

γ

剤

の

特

徴

は

石

灰

硫

一

適

用

科

書

つ

月

十

九

日

一

し

た

。

一

小

川

本
月
上
句
よ
均
一
男
定
の
適
期
一
其
の
上
に
定
植
す
る
。
そ
の
様
一
依
っ
て
「
殺
菌
剤
の
革
命
で
あ
一
貫
合
剤
と
混
用
す
る
事
が
出
来
一
柑
楢
必
痴
病
、
設
舟
病
、
黒
一
遺
一
脱
会
長
会
開
催
一
二
月
九
日
一
常
国

で
あ
る
。
努
定
と
は
如
何
に
し
一
に
し
な
い
と
植
付
後
一

t
二
年
一
る
」
と
云
わ
れ
て
釆
つ
土
め
る
一
る
た
め
筈
虫
防
除
が
同
時
に
可
一
点
病
、
落
差
別
一
午
前
九
時
よ
り
町
役
場
に
於
一
岩
沢
参
議
院
議
員
並
に
河
川
一

ω下

て
校
ー
を
誘
導
し
葵
面
積
を
増
加
一
位
は
有
機
物
の
腐
敗
に
依
り
低
一
果
し
て
従
来
の
ボ
ル
ド
ー
合
剤
一
能
で
あ
り
内
調
整
法
が
非
常
に
一
撒
布
適
期
一
て
開
催
会
の
運
営
並
に
三
一
局
長
一
行
来
町
一
前
江

し
樹
の
内
部
犯
光
線
を
あ
て
通
一
く
落
込
み
深
植
に
な
り
易
い
か
一
に
置
身
、
替
へ
ら
れ
る
程
の
も
の
一
簡
単
で
あ
る
。
ボ
ル
ド
ー
夜
と
一
二
月
中
、
下
旬
!
一
一
一
月
中
旬
一
十
一
年
度
予
算
に
つ
い
て
協
一
町
議
会
員
出
席
県
道
沖
浦
一
昨
品
川

風
を
良
好
に
し
、
し
か
も
結
果
一
ら
で
あ
る
。
定
植
後
は
充
分
な
一
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
一
テ
ロ
ジ
剤
の
比
較
を
次
に
示
し
一
(
二
十
日
頃
)
迄
催
芽
期
の
撒
布
一
議
し
た
一
大
洲
総
(
左
官
総
)
道
路
改
一
引
い
引

の
調
整
を
図
る
事
を
目
的
と
す
一
る
滋
水
を
行
い
支
柱
を
立
て
よ
が
一
昨
年
以
来
農
林
省
及
各
試
一
て
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
一
は
不
可
。
一
一
月
二
十
二
日
一
良
工
事
及
、
仏
肱
川
下
流
出
山
水
一
岡
田

る
も
の
で
あ
る
か
ら
出
来
る
だ
一
風
に
よ
る
動
揺
を
防
ぐ
こ
と
。
一
験
場
に
於
て
果
樹
病
害
に
対
す
一
ボ
V

ド
l
夜

一

顎

校

法

一

長

浜

町

婦

人

更

生

会

発

起

人

一

に

つ

い

て

陳

情

し

た

一

配

本

け
軽
勢
定
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
一
尚
植
付
に
つ
い
て
は
一
る
効
果
実
験
の
結
果
可
成
り
壬
一
殺
菌
一
ル
果
は
舵
れ
て
い
る
一
ク
ロ
ジ
加
用
石
灰
硫
黄
合
剤
一
会
開
催
一
町
議
会
議
員
総
会
開
催
一
町
田

取
り
か
〉
る
べ
、
ぎ
で
あ
る
。
一
一
、
購
入
首
は
直
ち
に
根
部
の
一
望
で
あ
る
と
の
結
論
が
得
ら
れ
一
二
他
刻
と
の
混
合
に
依
り
殺
菌
一
ク
ロ
ツ
ゴ
克
液
と
す
る
。
即
ち
一
午
後
一
時
よ
り
町
役
場
に
お
-
町
行
政
全
般
の
あ
り
方
に
つ
一

i

然
し
主
枝
、
亜
主
枝
、
側
枝
の
一
土
を
良
く
洗
い
落
し
根
を
さ
ば
一
て
い
る
。
即
ち
従
来
の
ボ
ル
ド
一
カ
が
劣
る
一
(
粉
剤
十
四

t十
手

匁

)

を

加

周

一

い

で

開

催

協

議

し

た

。

一

き

協

議

し

た

一

構
成
の
基
本
一
原
則
だ
け
は
く
ず
一
い
て
か
ら
植
え
る
事
。
一

1
夜明」

h
し
て
同
等
戎
い
は
同
一
三
殺
菌
持
続
が
比
較
的
短
か
い

τよ
〈
携
梓
し
其
の
中
に
石
灰
一
長
浜
町
連
合
青
年
聞
大
会
関
一
一
一
月
士
言
一
青
木

さ
な
い
様
に
涼
意
す
べ
き
で
あ
一
二
、
一
年
生
首
は
地
上
部
一
尺
一
等
出
引
殺
菌
効
果
を
示
し
て
一
回
ー
閥
均
万
刊
誌
畑
J
4
M
数
一
一
一
一
ヰ
一
日
ト
時
制
札
一
同
時
十
な
口
一
催
午
前
九
時
よ
り
長
浜
中
一
長
浜
町
噌
姉
人
更
生
会
究
会
式
一
軒
藤

一
程
度
に
努
除
す
る
。
根
は
出
来
一
お
り
更
に
殺
菌
作
用
も
ボ
ル
ド
一
が
多
く
な
る
一
塁
剤
は
非
イ
ズ
ン
刻
(
フ
の
一
学
校
に
お
い
て
開
催
一
午
後
一
時
よ
り
町
役
場
に
於
一

草
木
の
定
植
及
仮
植
一
る
だ
け
切
ら
な
い
様
に
し
鍬
等
一

l
液
主
歩
前
進
せ
し
め
た
様
一
六
発
芳
伎
の
控
仰
が
可
能
で
あ
一

l
、
イ
ハ
ラ
、
ヤ
マ
ト
ぎ
の
て

E
平

八

日

一

て

挙

行

し

た

E
本

-

年

生

育

木

を

購

入

し

直

に

一

で

切

断

せ

ら

れ

て

い

る

場

合

は

一

な

作

用

を

持

っ

て

い

る

。

一

る

一

加

用

が

よ

ろ

し

い

。

一

町

教

育

委

員

会

開

催

了

百

十

八

日

一

川

本
闘
に
定
権
す
る
事
は
管
理
不
一
切
方
商
事
定
紋
で
切
り
返
し
一
即
ち
五
様
化
石
灰
酸
ソ

l
ダ

ゴ

品

問

問

客

で

あ

る

一

私

的

諮

駒

郡

諜

設

一

定

例

教

育

委

員

会

開

催

町

一

長

浜

町

消

防

団

出

初

式

点

石

川

町

詑

制

的

時

点

朝

日

一

日

訪

問

!

日

光

に

当

て

な

一

切

開

問

罷

諮

問

一

一

開

設

問

ド

1
2一
駐

護

事

笠

一

一

当

日

お

い

て

一

品

川

許

制

長

浜

高

校

一

ぽ

一

目

白
っ
て
数
年
間
の
発
育
を
阻
害
一
い
事
。
(
教
分
の
直
射
光
線
に
し
て
伝
染
の
基
因
と
も
言
は
れ
一
一
一
他
剤
と
の
混
用
を
行
う
も
殺
一
川
河
一

V
M記
胎
一
裂
肘
-
P
U
一

回

定

資

産

評

軍

基

委

員

会

一

二

月

一

子

日

一

す
る
事
が
多
い
。
従
っ
て
一
年
一
依
っ
て
級
絡
は
枯
死
す
る
)
る
発
押
す
胞
手
の
形
式
を
阻
注
す
一
関
カ
に
影
響
な
し
一
と
と
、
効
果
拡
大
差
な
い
c

一
開
催
午
前
十
時
半
よ
り
町
一
町
議
会
議
員
総
会
開
催
一
村
本

l
l
a
s
s
i
-
-
s
i
i
-星
i
聖

iz--Ege-ESEiz--ESEiz--51E5Bias---28
・EE
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一

τく
も

撤

去

せ

ら

れ

ま

し

て

か

一

川

瀬

村

公

民

舘

に

於

け

る

一

考

へ

て

見

る

必

要

が

あ

る

。

一

大

き

く

な

っ

て

裏

表

の

あ

同

一

街

灯

第

一

期

工

事

完

成

-

-

つ

、

て

一

ら

は

、

深

夜

の

通

行

人

に

ほ

恰

一

一

四

青

年

学

級

一

人

間

と

な

ら

な

い

よ

う

注

ン

久

保

ー

し

一

か

も

灯

火

管

制

下

を

思

わ

せ

る

一

愛

媛

膝

公

民

舘

主

事

一

1

不

満

を

見

付

け

出

す

、

堀

と

す

る

。

ー

一

r

怯
永

長

浜

商

工

会

一

様

な

暗

い

街

路

で

あ

っ

た

の

を

一

現

地

研

修

会

に

出

席

し

て

一

市

す

。

不

満

が

去

勢

さ

れ

て

一

3
人
間
的
な
も
の
(
博
愛
て
え
一
人
一
藤

一

戦

後

十

余

年

に

し

て

、

こ

主

に

一

一

は

な

ら

な

い

。

一

の

導

き

O

L

訳
本

今
般
吾
々
永
年
の
念
願
で
あ
一
灯
が
こ
の
本
町
通
り
に
、
郡
内
一
普
目
の
明
美
を
取
り
戻
し
得
た
↓
青
島
公
民
一
舘
主
事
紙
本
徳
之
助
一
2
悩
を
聞
い
て
や
る
。
悩
の
打
一

4
能
!
の
養
成
。
注
意
を
起
き
一
女
茂

り

ま

し

た

街

灯

が

本

町

通

り

に

一

に

も

誇

る

べ

き

一

大

美

観

を

呈

一

の

で

あ

り

ま

す

。

一

司

先

月

号

に

続

く

一

明

会

を

行

う

。

一

す

。

根

気

を

養

成

さ

す

。

+

村

上

出

来

上

り

、

二

連

型

の

蛍

光

灯

一

し

て

、

町

民

や

外

来

者

の

目

を

一

吾

々

は

夙

に

、

何

ん

と

か

し

一

-

一

3
技

術

の

習

得

。

免

許

を

得

る

一

六

老

人

学

級

一

伊

藤

本

が
処
女
の
明
鮮
の
如
く
、
或
は
一
楽
し
ま
せ
て
居
り
ま
し
た
事
は
一
て
明
る
い
町
を
と
、
街
灯
設
置
一
次
に
全
体
会
議
、
分
科
会
、
講
一

1
具
体
的
に
し
て
単
純
で
あ
り
一
よ
う
に
し
て
や
る
。
資
格
え
一
伐
け
な
く
な
っ
た
人
々
の
築
一

-E

夜

空

の

待

費

の

如

く

、

安

一

多

く

の

人

の

懐

し

い

思

い

出

の

一

希

望

の

区

を

以

つ

で

組

織

せ

ら

一

事

長

て

特

に

学

び

得

た

も

一

~

自

も

く

り

返

す

こ

と

。

一

の

要

望

号

満

た

す

。

一

ぃ

ケ

を
放
っ
て
居
り
ま
す
。
一
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
十
れ
ま
し
た
街
装
置
促
進
委
員
一
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
一
2
家
庭
生
活
と
密
接
な
課
題
を
一

4
趣

味

グ

ル

ー

プ

、

職

業

グ

ル

一

言

住

職

言

語

五

番

一

郎

容

て

は

立

派

な

町

有

の

鈴

蘭

一

戦

時

中

に

鉄

材

回

収

の

た

め

惜

一

会

と

協

力

、

笠

置

費

の

半

額

を

て

広

報

活

動

一

選

ぶ

こ

と

。

一

l
プ
、
何
を
買
い
た
い
か
、
一
世
を
離
れ
た
孤
独
に
き
3
る

;

門

回

三

一
語
の
負
担
と
守
番
号
一
義
.
カ
ベ
新
聞
、
掲
示
、
一

3
知
ら
ず
〈
の
う
ち
に
注
意
一
将
来
何
を
希
望
し
て
い
る
か
一
慰
霊
主
と
す
る

一
補
助
金
に
お
鎚
り
致
す
べ
く
リ
一
廻
覧
板
、
放
送
、
ぽ
ス
タ

l
一
を
集
中
さ
す
。
盛
上
ら
す
雰
一
等
を
考
慮
す
る
。
一
以
上
大
体
を
述
べ
た
が
学
級

一
町
御
当
局
並
び
に
議
会
に
お
嘱
一
実
物
一
展
示
、
映
宇
宙
、
演
劇
、
一
囲
気
を
守
也
。
一
5
指
導
理
念
除
持
つ
べ
き
で
あ
一
に
各
々
共
通
の
ど
れ
に
も
あ
て

一
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
合
併
直
一
公
聴
会
、
討
論
会
等
を
利
用
一
二
婦
人
学
級
(
姑
学
級
、
若
妻
一
る
か
、
指
導
者
意
識
を
表
は
一
は
ま
る
も
の
が
発
見
出
来
る
と

一
後
の
多
難
な
財
政
に
も
拘
わ
ら
一
特
に
次
の
点
に
留
意
す
る
。
一
学
級
等
も
含
ま
れ
る
)
一
し
た
り
、
又
自
分
の
考
え
に
一
息
ふ
。
最
後
の
合
同
会
議
に
は

一
ず
、
潔
い
御
理
解
と
暖
か
い
川
御
一

l
教
育
由
美
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
一

1
向
上
意
慾
を
も
つ
も
の
に
は
一
引
き
づ
っ
て
は
い
け
な
い
。
一
各
団
体
、
各
学
級
の
幹
部
共
発

百

情

あ

る

決

議

を

宮

、

こ

も

一

い

こ

と

。

一

共

同

研

究

(

実

習

)

少

し

は

一

黒

星

喜

え

さ

す

。

ま

妄

カ

旺

盛

で

そ

れ

ん

¥

議

な

一
に
カ
を
得
ま
し
た
吾
々
は
、
引
一

2
単
純
で
興
味
が
あ
る
も
の
。
一
勉
学
し
よ
う
と
云
ふ
気
持
の
一
と
め
さ
す
様
即
ち
共
同
学
習
一
意
見
を
展
開
し
た
。

引
一
柄
経
済
界
の
不
況
等
の
慈
条
件
一
聞
き
易
く
、
読
み
易
い
も
の
一
あ
る
も
の
は
聴
か
せ
る
学
習
一
に
於
け
る
助
言
者
と
し
て
の
一
ま
と
ま
り
の
な
い
断
片
的
な
も

通
一
を
克
服
し
、
と
L
に
漸
く
第
一
一
を
取
り
上
げ
る
こ
と
。
一
意
慾
の
な
い
も
の
に
対
九
て
一
立
場
を
と
る
こ
と
。
一
の
に
終
っ
た
が
、
い
ず
れ
漸
次

町
一
期
工
事
の
完
成
を
見
る
に
至
り
一

3
何
回
も
繰
返
す
こ
と
。
一
は
視
聴
覚
教
育
に
よ
る
。
一
6
運
営
は
生
徒
に
委
任
し
、
指
一
発
表
の
機
会
を
得
て
之
等
を
参

(
一
ま
し
た
事
は
、
地
元
の
き

2
一
4
信
用
を
得
る
と
と
。
大
衆
を
一

2
終
っ
た
場
合
も
そ
れ
き
り
に
一
導
者
一
は
別
に
会
議
を
持
っ
て
一
考
と
し
て
の
実
践
の
遣
が
子
え

・
一
の
熱
意
と
、
町
理
事
者
並
び
に
一
だ
ま
さ
な
い
と
と
。
一
せ
ず
グ
ル
ー
プ
、
ク
ラ
ブ
的
一
中
に
入
ら
な
い
。
一
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
免
に
角
愛

剛
一
町
議
AV議
員
諸
賢
の
御
高
配
に
一
二
成
入
学
級
(
部
落
集
会
、
生
一
な
も
の
に
発
展
さ
せ
る
べ
品
目
、
一

7
問
題
点
を
発
見
さ
し
て
講
師
一
媛
県
下
に
於
け
る
公
民
館
活
動

た

一

よ

る

も

の

と

、

葱

に

万

肢

の

謝

一

産

集

会

等

)

一

で

あ

る

。

一

を

選

定

す

る

。

一

も

、

今

回

参

加

の

先

進

公

民

一

舘

主
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
一
準
備
段
階
に
於
て
次
の
こ
と
一

3
月
一
回
発
表
会
を
や
る
。
一
五
幼
児
学
級
一
の
推
進
ガ
に
依
っ
て
漸
次
発
一
度

版
一
又
施
ヱ
の
面
白
に
於
き
ま
し
て
一
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
一

4
女
は
男
に
比
し
て
感
情
的
で
一
惑
愛
ク
ラ
プ
(
母
親
逮
に
よ
一
し
つ
L
あ
る
と
と
は
確
実
で
、

完
一
も
、
新
江
政
雄
、
上
田
義
勝
、
一

O
成
人
の
心
理
、
生
活
の
悶
回
一
あ
り
、
実
行
力
が
か
け
、
見
一
っ
て
)
を
併
行
す
れ
ば
な
ほ
一
資
料
の
な
い
私
と
し
て
恥
か
し

門
田
吉
太
郎
の
諸
氏
の
利
害
を
一
を
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
り
一
栄
一
探
り
ア
め
る
こ
と
を
霊
感
一
よ
い
。
小
学
校
の
準
備
教
育
一
い
限
り
で
あ
っ
た
が
、
将
来
町

度
外
視
し
て
の
犠
牲
的
協
カ
の
一

1
家
庭
生
活
に
つ
な
が
る
も
の
一
に
入
れ
る
。
一
で
は
な
〈
理
想
的
人
間
像
を
一
指
導
者
の
方
々
の
御
理
解
と
関

あ
り
ま
し
た
事
に
対
し
ま
し
て
一

2
社
会
に
同
調
し
た
い
。
の
け
一
5
雲
ロ
の
出
来
る
よ
う
な
立
場
一
日
擦
に
人
間
の
基
本
的
、
人
一
係
者
の
熱
意
と
に
よ
っ
て
、
長

も
深
甚
な
る
感
謝
・
を
致
し
ま
す
一
者
に
な
り
た
〈
な
い
等
の
心
一
を
作
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
一
格
教
育
で
あ
る
。
一
浜
町
内
の
社
会
教
育
即
ち
公
民
舘

第

一

誠

一

前

一

-

一

野

議

日

一

政

、

地

位

一

?

を

利

用

す

る

。

一

ら

な

い

。

一

1
自
分
の
と
と
は
自
分
で
や
ら
一
活
動
も
軌
道
に
乗
っ
て
発
展
す

り
、
喜
多
郡
の
門
戸
港
長
浜
が
一

3
窓
口
一
立
引
を
仁
さ
す
(
現
苧
え
の
一

6
皆
が
関
心
を
持
つ
も
の
を
内
一
す
・
自
律

d

を
養
う
。
一
る
こ
と
を
期
待
し
て
御
報
告
に

一
日
も
早
く
よ
り
明
る
い
美
し
一
不
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